
 

空母ロナルド・レーガン艦載機の着陸訓練について（要請） 

 

４月 26 日、防衛省から、空母ロナルド・レーガン艦載機の着陸訓練について、硫黄

島における天候等の事情により所要の訓練が実施できない場合には、厚木基地において

訓練を行う可能性があるとの通告がありました。 

厚木基地においては、昨年 9月、空母艦載機による着陸訓練が実施され、深刻な騒音

被害が発生しました。その際、我々は、二度と着陸訓練を厚木基地で行うことのないよ

う、強く要請したところです。 

長年にわたり基地周辺住民が待ち望んできた空母艦載機移駐がようやく実現した直後

に、万が一にも着陸訓練が実施され、昨年のような騒音被害がもたらされることは、基

地負担軽減に向けた地元の期待を裏切るものであり、到底容認することはできません。 

貴職におかれましては、訓練環境の整備、米側との調整等に万全を期し、天候等の事

情に関わらず全ての空母艦載機着陸訓練を硫黄島で実施し、決して着陸訓練を厚木基地

で行わないことを強く求めます。 
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